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＜授業研究３＞自分の考えを意見文にまとめよう（論理国語 読むこと） 

 

１ 研究の背景 

「論理国語」における「読むこと」の指導では，「根拠や論拠を批判的に検討し」たり，「文章の内

容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて，新たな観点から自分の考えを深め」たりするな

どの指導事項が示されている。本研究では，それらを踏まえ，「自分の考えを深める」ことを目標に，

教科書の内容を題材にして，タブレット端末等を用いてさまざまな資料を調べ，自分の考えを意見文

にまとめるという実践を行った。 

また，生徒が書いた意見文をパフォーマンス課題と捉え，自分の意見が深まったかどうかを「読む

こと」の評価で判断するとともに，調べ学習の取組と振り返りから「主体的に学習に取り組む態度」

の評価を行った。評価にはＩＣＴを活用し，調べ学習を「調べた数」で評価したり，アンケート機能

を用いて提出させ集計したりすることで，より客観的かつ簡易的な評価ができるかを試みた。 

 

２ 単元の目標 

 (1) 文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができる。〔知識及び 

技能〕（1）ウ 

(2) 人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて， 

新たな観点から自分の考えを深めることができる。〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ（1）カ 

(3) 言語がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我 

が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする。「学

びに向かう力，人間性等」 

 

３ 指導と評価の計画 

科目名 論理国語 学年類型 ３年 単位数 ２単位 
話すこと 

聞くこと 
  

単元名 本文から考えられる課題に対して，自分の考えを意見文にまとめよう 書くこと   

教材 阿部潔「スポーツとナショナリズム」 読むこと ○ 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文や文章の効果的な組み立て方や接

続の仕方について理解を深めてい

る。（(1)ウ） 

「読むこと」において，人間，社

会，自然などについて，文章の内容

や解釈を多様な論点や異なる価値観

と結び付けて，新たな観点から自分

の考えを深めている。（Ｂ読むこと

(1)カ） 

筆者の主張や本文の内容を理解し，

与えられた新たな課題に対して自分

の考えを意見文にまとめる活動を通

して，積極的にさまざまな資料を調

べたり，自分の考えを広げたり深め

たりしながら自らの学習を調整しよ

うとしている。 

主たる言語活動 

本文の内容から考えられる問題についてさまざまな資料を調べ，自分の考えを意見文にまとめる活動 

時

間 
授業のねらい・学習活動 

重点項目 

評価方法 
知 思 態 
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1 

本文の主題（「ナショナリズム」）について理解する。 

○     
・記述の点検 

（ワークシートⅠ） 

①本文を第４段落まで音読する。 

②国語辞典等を用いて，「ナショナリズム」とは何か理解する。 

③「ナショナリズム」について辞書の意味と本文の表現を関連付け 

 て理解する。 

④現代のナショナリズムの特徴を把握する。 

 

 

2 

表を用いて現在と過去のナショナリズムを比較する 

○     
・記述の点検 

（ワークシートⅠ） 

 

⑤本文を第５～６段落まで音読する。 

⑥本文にある２種類のナショナリズムを，表を用いて整理する。 

⑦整理された２種類のナショナリズムを比較して，その相違点を理 

 解する。 

⑧筆者が取り上げた問題点を理解する。 

 

 

 

3 

本文中の語の意味の類似性を理解して，内容を理解する 

〇     
・記述の確認 

（ワークシートⅡ） 

 

⑨本文を第７段落から第９段落まで音読する。 

⑩「文明化」と「スポーツ」の共通点を整理する。 

⑪さらに展開（応用）をして，「文明化」と「スポーツを介したナ 

 ショナリズム」の共通点を理解する。 

 

 

 

4 

現代のナショナリズムの問題と筆者の主張(必要な対応)を理解する 

  〇   
・記述の確認 

（ワークシートⅡ） 

 

⑫本文を第 10 段落から最後まで音読する。 

⑬現代のナショナリズムが抱える課題とその原因を理解する。 

⑭筆者の主張(現代に生きる我々に必要な対応)を理解する。 

 

 

5 

本文における現代のナショナリズムの問題について意見文を書く 

  ◎ ◎ 
・記述の分析 

（意見文） 

 

⑮今日の目標を確認し，意見文の書き方を知る。 

⑯与えられた問題に対して自分の考えをまとめる。 

⑰自分の意見を深めるため，タブレット端末等でさまざまな情報を          

調べて，他者の意見を参考にしながら自分の意見を明確にする。 

⑱意見文を完成させる。 

 

 

6 

相互評価を通じて，自分の意見の参考になる他者の意見をまとめる 

  ◎ ◎ 

・記述の分析 

（意見のまとめ 

  及び振り返り） 

 

⑲生徒相互で意見文を読み合う。 

⑳相互評価表から互いに本文の内容（「現代のナショナリズム」の 

 意味）を理解しており，自分の考えが深められた意見文になって 

 いるか確認する。 

㉑相互評価を通じて自分の意見の参考になる意見をまとめる。 

㉒授業の振り返りを行う。 

 

 

  ㉓定期考査 ◎ ◎   ・定期考査  

※重点項目の欄について，指導に生かす評価には「〇」を，記録に残す評価には「◎」を付す。 
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ルーブリック               

  Ａ Ｂ Ｃ 

思考・判断・ 

表現 

「ナショナリズム」の意味を正確に理解

して，意見文において使いこなしてお

り，さらに，課題に対してさまざまな資

料から得たさまざまな解釈や価値観など

を本文の内容と結び付けて，自分の意見

を深めている。 

「ナショナリズム」の意味を理

解しており，また，課題に対し

てさまざまな資料から得た考え

方と本文の内容を結び付けて自

分の意見をまとめている。 

「ナショナリズム」の意味を

理解しており，課題に対する

資料から得た考え方を参考に

して意見をまとめている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①調べ学習時に，四つ以上のサイトで自

分の意見の論拠となる必要な知識や物事

の捉え方を得ようと努めた。【粘り強く

取り組もうとする側面】 

②相互評価を通じて，他者の意見の参考

になる点を積極的に見つけ，自分の考え

を深めようとした。【自らの学習を調整

しようとする側面】 

①調べ学習時に，二つ以上のサ

イトから自分の意見の論拠とな

るような必要な知識等を得よう

と努めた。 

②相互評価を通じて，他者の意

見の中から自分の意見の参考に

なる点を積極的に見つけようと

努めた。 

①調べ学習時に，一つ以上の

サイトから自分の意見の参考

となるような必要な知識等を

得ようと努めた。 

②相互評価を通じて，他者の

意見の中から自分の意見の参

考になる点を見つけようと努

めた。 

 

４ 学習活動の実際 

 生徒にとって意見文の課題設定がやや難しかったようで，自分の意見を考えるという段階で困った

生徒もいた。このような生徒には随時助言をしながら授業を進めていった。ただ，自分で課題にしっ

かりと取り組めた生徒もおり，平易な課題の方が上手くいったということでもないと思う。各校の生

徒の力や実情に合わせて，言語活動に至る過程をしっかりと考えておくことが重要だろう。 

また，調べ学習でインターネットを活用したことはあるが，タブレット端末を使って振り返りを提

出させるようなＩＣＴの活用は初めてだったため，最初のうちは生徒も戸惑いながらの授業であった。

しかし，一度使い方を理解すると生徒の方も上手くタブレット端末を活用して進めることができた。

教員も生徒も慣れる必要はあるが，慣れてしまえば授業の円滑な展開は期待できるように感じた。 

 

５ 評価の実際 

(1) 「読むこと」の評価について 

 今回の研究では，「読むこと」の観点を「意見文を書く」というパフォーマンス課題で評価した。

そもそも「書くこと」ではなく「読むこと」の能力の育成を授業のねらいとして考え，最終的に言語

活動として意見文を書くことによって自分の考えを深めるという目標につなげていくことを意識した

ため，大きな問題はなかったかと思う。評価に要する時間もそれほどかからなかった。しかし，欠席

者や課題の趣旨を正しく捉えられなかった者がいたため，Ｃ評価の割合が高くなってしまった。 

(2) 「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 

 粘り強い取組を行おうとする側面については，調べたサイトのＵＲＬなどをタブレット端末でスタ

ディサプリ（株式会社リクルートマーケティングパートナーズ、以下「スタディサプリ」と表記）の

アンケート機能を用いて提出させ，生徒が意見を深めるために調べたサイトの個数で評価した。提出

後は調べたサイト数をエクセルファイルにそのまま集約して評価したので非常に平易に評価すること
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ができた。 

 また，自らの学習を調整しようとする側面についてもタブレット端末でスタディサプリのアンケー

ト機能を用いて提出させた。エクセルファイルで一覧になった状態で振り返りを読むことができたた

め，非常に容易に評価できた印象である。 

 

６ 研究の成果と課題 

(1) 「パフォーマンス課題」について 

実際の取組から考えると，「どのような」パフォーマンス課題なのかよりも，「どのような過程で」

「どのような指示で」パフォーマンス課題を行うかの方が重要で，それによって同じパフォーマンス

課題でもその効果は大きく異なると感じた。そう考えると，今回の取組をより効果的にしていくなら

ば，例えば，この単元より前に「書くこと」の観点で「意見文を書く」パフォーマンス課題に取り組

み，意見文を書く能力を身に付けている状態で今回のような課題に取り組むとよいだろう。授業の実

践を振り返る中で，段階的な能力の積み上げを視野に入れるべきだったと感じる。 

(2) 「読むこと」の評価について 

Ｂ評価の基準をできるだけ客観的な判断ができるようにすることが肝要だと思われる。Ｂ評価の基

準をしっかりと定めれば，その枠におさまらないものがおのずからＡやＣ評価になる。今回，実際に

評価をする際に悩んだのはこの点である。目標を生徒に伝えるという側面から考えても，評価をする

際の手間暇を考えても，明確で客観的な指標が必要だと感じた。また，例えば一つの観点の中に幾つ

かの評価のポイントがある場合なら，「三つのポイントを全て満たしていればＢ評価とする」「三つ

のうち一つでもポイントを満たしていればＢ評価とする」というように，その評価のポイントをどの

ように評価の判断に反映させるのかについても，あらかじめ設定する必要があるだろう。 

(3) 「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 

 今回，「主体的に学習に取り組む態度」の粘り強く取り組もうとする側面を調べたサイトの個数で

評価した。生徒の授業の取組状況も踏まえて考えれば，適切な評価ができたと感じる。また，観点別

評価によって評価項目が増加したことを考えると，「適切かつ簡易な」評価方法が求められる。そう

いった点で評価におけるＩＣＴ活用を含めて，一つの試みができたのはよかったと思う。一方で，自

らの学習を調整しようとする側面については，生徒に目的・目標に沿ったより適切な振り返りをさせ

るべきだったという反省があった。今回の研究では細かい振り返りの指示をしなかったため，単元の

ねらいと外れている振り返りが多数出てしまった。単元の目標を設定し，その目標に対してどのよう

に授業展開をして，どのような言語活動を行うのかを決定することを考えると，その授業のねらいに

絞った振り返りをさせることが最も学習効果があると考えられる。さらに，ルーブリックにおいても，

どのような振り返りを期待しているのか，あるいは，何を評価するのかが分かる表記にすることで，

評価する側も評価しやすく，評価される側も適切な振り返りをすることができるだろう。 

(4) 「振り返り」について 

今回の研究において，パフォーマンス課題を取り組んだ後に振り返りをさせて，自分ができたこと

やまだ足りないことに加えて，これからの学習の展望についても言語化させた。この振り返りを他の

幾つかの単元でも行うことで，生徒の中に自己反省と改善をする思考をもつ者が増えてきたように感

じる。私自身もややもすると「主体的に学習に取り組む態度」の評価のために振り返りをさせるよう

な意識になってしまいがちだが，「主体的に学習に取り組む態度」を育むことで，生徒が自分でＰＤ

ＣＡサイクルを回せるようになり，その後の学習や生活がよりよいものになるというグランドデザイ
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ンを教員が意識することが肝要である。 



Ｒ ４ 第 ３ 学 年 授 業 プ リ ン ト ③ 「 ス ポ ー ツ と ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」

課 題 次 の 質 問 に つ い て 自 分 自 身 の 意 見 を 書 く

目 標 本 文 の 内 容 と そ の 他 の 観 点 や 情 報 を 結 び 付 け て 、 自 分 の 考 え を 深 め る

質 問 あ な た が 考 え る 、 よ り よ い ス ポ ー ツ に お け る ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 在 り 方

ル ー ブ リ ッ ク

観 点 Ａ Ｂ Ｃ

「 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」 の 意 「 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」 の 「 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」

味 を 正 確 に 理 解 し て 、 意 意 味 を 理 解 し て お り 、 の 意 味 を 理 解 し て お

思 考 見 文 に お い て 使 い こ な し ま た 、 課 題 に 対 し て さ り 、 課 題 に 対 す る 資

・ て お り 、 さ ら に 、 課 題 に ま ざ ま な 資 料 か ら 得 た 料 か ら 得 た 考 え 方 を

判 断 対 し て さ ま ざ ま な 資 料 か 考 え 方 と 本 文 の 内 容 を 参 考 に 自 分 の 意 見 を

・ ら 得 た さ ま ざ ま な 解 釈 や 結 び 付 け て 考 え て い ま と め て い る 。

表 現 価 値 観 な ど を 本 文 の 内 容 る 。

と 結 び 付 け て 、 自 分 の 意

見 を 深 め て い る 。

① 調 べ 学 習 時 に 、 四 つ 以 ① 調 べ 学 習 時 に 、 二 つ ① 調 べ 学 習 時 に 、 一

上 の サ イ ト で 自 分 の 意 見 以 上 の サ イ ト か ら 自 分 つ 以 上 の サ イ ト か ら

の 論 拠 と な る 必 要 な 知 識 の 意 見 の 論 拠 と な る よ 自 分 の 意 見 の 参 考 と

や 物 事 の 捉 え 方 を 得 よ う う な 必 要 な 知 識 等 を 得 な る よ う な 必 要 な 知

主 体 的 に 学 習 と 努 め た 。 よ う と 努 め た 。 識 等 を 得 よ う と 努 め

に 取 り 組 む 態 た 。

度 ② 相 互 評 価 を 通 じ て 、 他 ② 相 互 評 価 を 通 じ て 、 ② 相 互 評 価 を 通 じ て 、

者 の 意 見 の 中 か ら 自 分 の 他 者 の 意 見 の 中 か ら 自 他 者 の 意 見 の 中 か ら

意 見 の 参 考 に な る 点 を 積 分 の 意 見 の 参 考 に な る 自 分 の 意 見 の 参 考 に

極 的 に 見 つ け 、 自 分 の 考 点 を 積 極 的 に 見 つ け よ な る 点 を 見 つ け よ う

え を 深 め よ う と し た 。 う と 努 め た 。 と 努 め た 。

● 意 見 文 の 書 き 方 の 例 （ 構 成 ）

① 自 分 の 意 見 を 述 べ る

Ex)「 私 は ～ ～ に つ い て 、 ・ ・ ・(こ う あ る べ き だ ・ の が よ い)と 思 い ま す 。 」

② 自 分 の 意 見 の 根 拠 を 説 明 す る

Ex)「 そ れ は 、 ～ ～ を 考 え る と 分 か り や す い と 思 い ま す 。 例 え ば 、 ・ ・ ・ 」

「 そ れ は 、 ・ ・ ・ と い う 事 実 が あ る か ら で す 。 」

③ も う 一 度 、 自 分 の 意 見 を 述 べ る

Ex)「 以 上 の こ と か ら 、 私 は ～ ～ に つ い て 、 ・ ・ ・(こ う あ る べ き だ ・ の が よ い)

と 思 い ま す 。 」
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（ ） 組 （ ） 番 名 前 （ ）

① ま ず は 、 自 分 の 考 え を 書 い て み よ う （ 調 べ な い ・ 教 科 書 を 見 る の は Ｏ Ｋ ）

② イ ン タ ー ネ ッ ト で さ ま ざ ま な 情 報 （ 意 見 の ヒ ン ト や 参 考 に な る も の ） を 調 べ よ う

(Ａ)調 べ る と き の キ ー ワ ー ド

(Ｂ)自 分 の 意 見 の 参 考 に な っ た 情 報

(Ｃ)自 分 の 意 見 の 根 拠 の 参 考 に な っ た 情 報

★(Ｂ)と(Ｃ)に つ い て は 、 「 ス タ デ ィ サ プ リ 」 の ア ン ケ ー ト に あ る 、 『 現 代 文 Ｂ 「 ス ポ ー

ツ と ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」 の 調 べ 学 習 報 告 』 に 書 い て 提 出 と し ま す 。

★ ル ー ブ リ ッ ク に あ る よ う に 、 調 べ た 内 容 に 加 え て 、 「 調 べ た 数 」 も 重 要 な の で 、

『 ① ～ 、 ② ～ 』 の よ う に 調 べ た に 内 容 の 数 が 分 か る よ う に 書 く こ と 。

★ 調 べ た サ イ ト の Ｕ Ｒ Ｌ も 書 い て お く こ と 。
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Ｒ ４ 第 ３ 学 年 授 業 プ リ ン ト ④ 「 ス ポ ー ツ と ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」

③ 調 べ た 内 容 を 踏 ま え て 意 見 文 を 書 い て み よ う

④ 周 り の 人 と 意 見 文 を 読 み 合 っ て 評 価 し よ う

【 や り 方 】

● 周 り の 人 と お 互 い の 意 見 文 を 読 み 合 い 、 裏 面 に あ る 枠 に 「 よ い 点 」 と 「 改 善 点 」 を

書 い て も ら う

● 「 改 善 点 」 に つ い て は 、 「 （ 既 に よ い け ど ） こ う す る と も っ と よ く な る 」 と い う 点 を

書 い て も よ い

【 評 価 の ポ イ ン ト 】 ※ 表 面 の 「 ル ー ブ リ ッ ク 」 を 参 考 に す る ！

○ 「 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」 の 意 味 を 正 確 に 理 解 し て 、 意 見 文 に お い て 使 い こ な し て い る か ど

う か 。

○ 課 題 に 対 し て さ ま ざ ま な 資 料 か ら 得 た さ ま ざ ま な 解 釈 や 価 値 観 な ど を 本 文 の 内 容 と 結

び 付 け て 、 自 分 の 意 見 を 深 め た 意 見 文 と な っ て い る か 。
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● 周 り の 人 に 意 見 文 を 読 ん で も ら っ て 、 「 よ い 点 」 と 「 改 善 点 」 を 書 い て も ら お う

【 名 前 】 【 よ い 点 】

【 改 善 点 】

【 名 前 】 【 よ い 点 】

【 改 善 点 】

【 名 前 】 【 よ い 点 】

【 改 善 点 】

【 名 前 】 【 よ い 点 】

【 改 善 点 】

⑤ 周 り の 人 の 意 見 を 読 ん で 、 自 分 に は な か っ た 考 え や 新 し い 捉 え 方 の 参 考 に な っ た 考 え を

書 こ う

（Ex)・ 「 こ の 意 見 の こ の 点 が 、 私 は ～ ～ と 思 い ま し た 。 」 な ど

⑥ 振 り 返 り ・ 学 べ た こ と

★ ⑤ と ⑥ に つ い て も 、 「 ス タ デ ィ サ プ リ 」 の ア ン ケ ー ト に あ る 、 『 現 代 文 Ｂ 「 ス ポ ー ツ

と ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」 の 振 り 返 り 等 報 告 』 に 書 い て 提 出 と し ま す 。

★ ル ー ブ リ ッ ク に あ る よ う に 、 調 べ た 内 容 や 周 り の 人 の 意 見 か ら 「 自 分 の 意 見 を 深 め 」

ら れ た か ど う か を 中 心 に 、 学 べ た こ と を 振 り 返 り ま し ょ う 。
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